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〔
研
究

ノ

ー

ト
〕「博

物
筌

」

そ

の

一

関

場

武

は
じ
め
に

 
今
手
も
と
に
幾

つ
か

の
ノ
ー
ト
が
あ
る
。
字
典
や
辞
書
類
を
中
心

と
し
た

何
点

か
の
書
物
に
関
す
る
書
誌

で
あ

る
。
但
し
そ
れ
ら
は
、
諸
本
を
精
査

し

た
も

の
で
は
な
く
、
善
本
や
初
版
本
を
ひ
た
す
ら
追

い
求
め
た
わ
け

で
も
な

く

、
た
だ
単
に
手
近

の
原
本
を
眺

め
、
取
り
あ
え
ず
メ

モ
を
と

っ
た
だ
け

の

も
の
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
公
表
等
す
べ
き
で
は
な

い
と
思

わ
れ
る
が
、
簡
単
な
内
容
紹
介
程
度
に
な

り

う

る

も

の
も
含

ん
で

い
る
の
で
、
幾

つ
か
を
選
び
、
連
載

の
か
た
ち
で
敢
え
て
公
開

し
て
行
く

こ

と
と
し
た

い
。
最
初
に
取

り
あ
げ

る
の
は

「博
物
笙
」
で
あ
る
。

 
「
博
物
笙
」。

こ
れ
は
、
近
世
中
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
次

々
と
新
版
や
求
版

本
を
出
し
、

そ
の
活
動
ぶ
り
が
目
立

つ
、
大
阪

の
書
縢
定
栄
堂
吉
文
字
屋
市
兵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注
)

衛
自
身
、

も
し
く

は
そ
の
周
辺

の
編
纂

に
か
か

る
も

の
で
、
例
え
ぽ

「
新
板
用

文
障

(外

題

「
新
用
文
章
」
)
」
や

「
女
教
訓
和
寄
百
首
」
等
吉
文
字
屋
版

の
往

来
物

の
見

返
し

に
付

さ
れ
た
広
告
ー

「
人
家
大
有
レ益
書
目
録

左

二
載

申
怖

書
を
御
所
持
被
成
齢
得

ハ
、
万
事
早
速
用
を
達
し
、
其
徳
廣
大
成
事

に
御
座

静
」
と
あ
り
末
に

「天
明
八
年
戌
申
春
 
大
坂
書
蜂
 
心
斎
橋
南
四
丁
目
 
吉

文
字
屋
市
兵
衛
蔵
板
」
と
あ
る
広
告
i

の
中
で

 
 

一
、
博
物
笙

 
師
匠
不
レ
入
早
物
識

の
書

二
御
座

峰
、
世
界

に
有
と
あ
ら
ゆ

 
 
 
 
る
事
の
訳
、
此
書
を
見
申

怖
と
し
れ
申
怖
、

も

つ
と
も

い
ろ
は
わ
け

 
 
 
 

に
い
た
し
御
座
怖

二
付
、

何
事

に
て
も
早
速

二
見

へ
申
怖

と
真
先

に
宣
伝
し
て
い
る
書
物

で
あ

る
。
吉
文
字
屋
の
別

の
書
目

「
人
家
求

メ

置
テ
重
寳
成
書
ノ
目
録
」

に
言
う

「
(和
漢
)
三
才
図
會

ニ
ヒ
ト

シ
キ
書

ナ
リ
」

と
は
些

か
持
ち
上
げ

す
ぎ

に
し

て
も
、
言

わ
ぽ

イ

ロ
ハ
分

け
の
小
百
科

と
も

い

う
べ
き
書
物

で
あ
り
、
簡
便
な
事
典
と
し
て
そ
れ
な
り

の
効
用
が
あ

っ
た
た
め

か
、
何
回
か
刷
り
を
重

ね
、
文
政
十

一
年

に
は
大
改
訂
を
加
え
た
増
訂
版
も
出

て
い
る
。
す
な
わ
ち
初
版

A
本
は
明
和
七
年
、
再
版
B
本
が
安
永

二
年

の
刊
。

そ
し
て

「
国
書
総
目
録
」

に
よ
れ
ぽ
、

C
文
化
十
四
年
版
、

D
文

政

十

一
年

版
、

E
天
保
七
年
版

と
刊
行
さ
れ

て
い
く

の
で
あ

る
が
、
今

回
は
ま
ず
手
始

め

に
B
本

か
ら
紹
介
し
て
行
く

こ
と
と
す
る
Q

 
 

(注
) 

「醇
灘
大
阪
出
版
書
籍
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
「作
者
 
吉
文
字
屋
市
兵
衛
(木

 
 
 
 
挽
町
中
ノ
町
)
、
板
元

右
同
人
」
と
あ
る
。

一87一



 
 
 
 
 

 

一

(
B
1
)
 

安
永

二
年

三
書
蜂
版

横
本
 

三
ツ
切

一
冊
。

表
紙
 
繧
色
地
紙

に
雷
紋

・
唐
草
模
様
空
押
し
。

竪

八

・
五
、

横

一
九

・
五

 
糎
。

題
篭
 
単
太
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
表
紙
左
肩
。

「
博
物

笙
」
。

序
題
 
博
物
笙
序
」
。
 
漢
文
体
の
序
文

の
末

に

「明
和

五
年
戊
子
五
月
/

蘭
齋

 
山
崎
右
門
題
」

と
あ

る
Q

内
題
 
博
物
笙
L
。

刊
記
 
終
丁
オ
匡
郭
内
右
半
分

に

 
 
 
 

一
、
博
物
笙
二
編
 
近
刻
/

一
、
月
令
博
物
笙
 
近
刻
/

一
、
唐

人
萬

 
 
 
 
首
絶
句
選
 
全

一
冊
/

一
、
唐

詩
絶

句
解

 
全
三
冊
/
新
井
白
蛾
撰

 
 
 
 
/

一
、
大
日
本
道
中
行
程
細
見
記
/
明
和

六
年
改
正
 
全

一
冊
 

出

 
 
 
 
来
」

 
と

五
点
分

の
広
告
を
載
せ
、
界
線
を
置

い
て
左

に

 
 
 
 
明
和
七
庚
寅
年
獲
行
/
安
永

二
癸
巳
年
十

二
月
改
正
/

京
都
二
条
通
村

上

 
 
 
 
勘
兵
衛
/
大
坂
高
麗
橋
萱
丁
目
藤
屋
彌
兵
衛
/
同
心
齋
橋
南
四
丁
目
吉
文
字
屋

 
 
 
 
市
兵
衛
」

 
と
年
記

お
よ
び
書
疑
名

を
記
す
。
ま
た
終
丁
ウ
に
は
、 

「
字

ヲ
早

ク
引

齢
節

 
用
板
行
仕

怖

二
付
、
則
左

二
題
号
書
付
申
怖
、

御
覧
之
上
御
求
可
被
下
怖
」

と
し
三

灘

震

節
用
夜
光
珠
L
の
広
告
が
あ
る
。

版
心
 
一 

丁
 

 
 

 

=
 
 

 
一の
型
が
基
本
。

 
す
な
わ
ち
柱

の
上
方

に
界
線

を
置
き
、
そ

の
下
に

「
序

(凡

例
、

イ

～

ス

 

〈
イ

ロ
ハ
分
け
標
示
は
大
略
柱

の
左
半
分

に
刻
す
〉
)
」
と
出
し
、
や

玉
離

れ

 

て
下
方

に
界
線

を
引
き
丁
付

を
示
す
。
但

し

ロ
の

一
五

丁
目
は
伊
呂
波
分
け

 
標
示

「
ロ
」

の
下
方

に
も
界
線
が
あ

り
、

ロ
の

一
四
丁
目
は
他

の
丁

に
あ
る

 
界
線
が

二
本
と
も
無

い
。

ま
た
奥
付

の
柱

は
界
線

の
み
で
丁
付

等
無

し
。

丁
付
 
〈
序
〉
ナ

シ
。
〈
凡
例
〉

一
～
五
。

〈
本
文
〉

一
～
十
八

ノ
上

(
下
)
、
十

 
九
～
百
八

ノ
上

(下
)
、
百
九
～
百
四
十

一
ノ
ニ
三
、
百
四
十
四
～
百
四
十
八

 

ノ
上

(
下
)、

百

四
十
九
～
百
五
十

八
ノ
上

(下
)
、

百
五
十
九
～
百
八
十
三

 

ノ
上

(
下
)、

百

八
十
四
～

二
百
六
ノ
上

(下
)
、 
二
百
七
～

二
百
三
十
九
上

 
(
下
)
、

二
百
四
十
～
三
百
五
十

一
。
奥
付

に
は
丁
付
無
し
。

丁
数
 
〈序

〉

一
、
〈
凡
例
〉
五
、
〈
本
文
〉

三
五
六
、
〈
奥
付

〉

一
、
計

三
六
三

 

丁
。

行
数
 
〈本
文
〉
有
界
十
行
。
注

は
双
注
。

匡
郭

 
単

辺
。
〈
本
文
〉
三
五
オ
、
竪
七

・

一
六
、
横

一
五

・
七
八
糎
。

備
考
 
吉
文
字
屋
市
兵
衛

の
広
告

「
人
家
求

メ
置
テ
重
寳
成
書

ノ
目

録
」

等

に

 

「
全
部
七
冊
、
合
本

一
冊
」

と
し
て
い
る
が
、
七
冊
本
は
未
見
。

丁
付

の
乱

 
れ
や
本
文

丁
付
百
八
ノ
上
、
百
五
十

八
ノ
上
、

百
八
十
三
ノ
上

の
各
オ

モ
テ
、

 

二
百
三
十

八
の
ウ
ラ
と

二
百

三
十
九
上

の
オ

モ
テ
が
、
匡
郭

と
罫
線

の
み
で

 
本
文
無
く
、
そ

の
各

々
の
丁
や
次

の
丁
の
ウ
や
オ
第

一
行
目

か
ら

ヨ

・
ラ

・

 

ヤ

・
ア
の
本
文
が
始
ま
り
、
他

に

へ
や

メ
等
が
当

該
丁

の
ウ
第

一
行

目
か
ら

 
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
、
同
じ
吉
文
字
屋

の

「
月
令
博
物
笙
」

の
分
冊

の
様
相

 
等
を
勘

え
合

せ
る
と
、
分
巻

・
分
冊

の
予
想
も
大

体

つ
く
。

し
か
し
徒

ら
な

 
想
像
を
重

ね
る
こ
と
を
避
け
、
今
は
未
詳
と
す
る
。

 
本
文
丁
付
十

オ
七
行
目
、
百

七
十
五

オ

一
～
六
行

目
、
百

八
十

五
ウ

一
～

四

 
行
目
等

に
は
、
匡
郭

の
不
揃

い
や
刷
面

の
不
整
合
等

が
見

ら
れ
、
編
輯
時
も

 

し
く
は
再
印
時

の
入
木
改
訂

の
様
子
が
う
か
が
え
る
。

  ..



終
丁
奥
付
ウ
に
あ
る

「
懇

連
城
節
袈

光
珠
」
の
広
告
は
次
の
通
り
。
す

な
わ
ち
書
名

の
左
横

に

「
大
本
 
小

本
 
出
来
」
と
注
し
、
界
線

を
置

い
て

左

に

 
 

 
此
本

ハ
世

二
行

ル
・
所
ノ
節
用

ト

ハ
違

ヒ
、
字

ヲ
。

ヒ

ク
。
 
ハ
ネ

 
 

 
ル
。

ス
ム
。

ニ
ゴ

ル
。

ノ
四
通
リ

ニ
分

タ
リ
、
字

ノ
ヨ
ミ
声

四
ツ

ニ

 
 

 
モ
レ
ザ

ル

ニ
ョ
リ
テ
、

尋

ル
字

ヲ
声

二
随

ツ
テ
其
部

二
求

レ
バ
、
早

 
 

 
キ

コ
ト
、
本

ヲ
見
バ
自

ラ
知

ベ

シ
、
近
年
色
く

ノ
節

用
イ
ヅ

ル
ト

 
 

 
イ

ヘ
ド
モ
、
門
部
多
キ

ハ
紛

ハ
シ
ク
、
少

キ

ハ
、
字

カ

ハ
リ
テ

ヨ
ミ

 
 

 
声
同

シ
字

モ
多

キ
物
ナ

レ
パ
、

ア
テ
字

ヲ
知

ラ
ズ
、
是
等

ハ
全

ク
早

 
 

 
ト
云
ベ
カ
ラ
ズ
、

兎
角

コ
ノ
連
城

ヨ
リ
字

ノ
引

ヨ
キ

ハ
ナ

シ
、

ヨ
ツ

 
 

 
テ
明
玉
夜
光

ノ
題

ヲ
冠

ラ

シ
メ
テ
、
世

ニ
ヒ

ロ
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

と
宣
伝
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
穂
積
義
雄
撰
、
明
和
五
年
秋
七
月
、
浪

華
鳥
飼
市
兵
衛

・
高
田
清
兵
衛

、
武

江
結
崎
次
良
兵
衛
刊

の
横

三

ツ

切

本

「
連

城

節
用
夜

光

珠
」
を
指
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ

は
翌
六

年

正

月
刊

の

「
字
探

れ
んじ
や
う
だ
いせ
つよ
う
し
う
や
く
ハう
の
た
ま

樽
醗

連

城

大

節

用

集

夜

光

珠

」

や

寒

氷
圭

和

に

か
け

て
、
吉
文
字
屋
鳥
飼
市
兵
衛
が
、
そ

の
出
版
物
付
載

の
広
告

で
詳
し
く
内
容

を
紹
介
し
宣
伝
を
繰
り
返
す
、
 
「
急
用
間
合
即
座
引

」、
「
大
成
正
字
通
」
等

と
同
系
統

の
も

の
で
、

江
戸
時
代

に
数
多
く
出

版
さ
れ
た
節
用
集
類

の
中
で

も
、
特
異
な
索
引
方
式

を
有

し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

(
B
2
)
 

二
書
蝉
版

横
本
 

三
ツ
切

一
冊
。
内
題
等

B
1
本

に
同
じ
。

刊
記
 
終

丁
奥
付
ナ
匡
郭
内
右
半
分

に

 
 

 
 

一
、
補
正
初
学
指
南
抄
 
全

一
冊
/
初
学
大

二
益

ア

ル

書

ナ

リ
/

 
 

 
 

一
、
眞
字
引
玉
篇
大
成
 
全

一
冊
/

ヨ
メ
ヌ
字

ヲ
此
書

一=
ア
引

ケ

 
 

 
パ
、
速

カ

ニ
ヨ
メ
ル
可
、
神

ノ
ゴ
ト

シ
/

一
、
錦
嚢
智
術
全
書
 
全

 
 

 
七
冊
/

智
恵

ヲ
以

テ
、
重
キ

可
ノ
軽

ク
デ

キ
、

ナ
ラ
ヌ
「
ノ
心
易

ク

 
 

 
ト

・
ナ
フ
、
秘
密
、
秘
傳
、
秘
法
、
妙
法
、

モ
ラ
サ
ズ

ノ

ス
/

一
、

 
 

 
大

日
本
道
中
行
程
細
見
記
/
改

正
 
全

一
冊
 
出
来

と
解
説
付
広
告

四
点
を
載
せ
、
界
線
を
置

い
て
左

に

 
 

 
明
和
七
庚
寅
年
稜

行
/
安
永

二
癸
巳
年
十

二
月
改
正
/
京
都
二
条
通
/

村

 
 

 
上
勘
兵
衛
/
大
坂
心
齋
橋
南
四
丁
目
/
吉
文
字
屋
市
兵
衛

と
年
記
お
よ
び
版
元
を
出
す
。

す
な
わ
ち
B
1
本

の
奥
付

に
あ

っ
た
五
点

の
広
告

の
う
ち

「
博
物
笙

二
編
」

「
月
令
博
物
笙
」

「
唐
人
萬
首
絶
句
選
」

「
唐
詩
絶
句
解
」

の
四
点

の
代
り

に

右

の
三
点

を
入
れ
、
最
後

の

「大

日
本
道
中
行
程
細
見
記
」

の
方
は
、 

「
明

和
六
年
」

と
あ

っ
た
年
記
を
削

っ
て
い
る
。

ま
た
書
躍

の
方

は
、

B
1
本

の
京

・
大
坂

二
都
三
軒

の
う

ち
、
真
中

の

「大

坂
高
麗
橋
壼

丁
目
 
藤
屋
彌
兵
衛
」

を
削

っ
て
い
る
。

そ
の
た

め
、
吉
文
字

屋
市
兵
衛

の
所
在
地

の
は
じ
め
が

「
同
」
と
な

っ
て
い
た
の
を
、
入
木

に
よ

り
訂
正
し

「
大
坂
」
と
し

て
い
る
。

衰

B
・
本
終
丁
ウ
に
は
前
述
の
如
≦

灘

漣
滅
節
用
夜
光
珠
」
の
解

説
付
広
告
が
あ

っ
た
が
、

B
2
本

で
は

「
新
撰
/
健
経
」

の
角
書
は
そ

の
ま

ま
に
し
、
書
名
を

「急
用
間
合
即
座
引

全
」

に
改
め
て
い
る
。

そ
れ

に
伴

っ

て
広
告
文

の
方

も
、
終

り
の
方

に

「
兎
角

コ
ノ
連
城

ヨ
リ
字

ノ
引

ヨ
キ

ハ
ナ

シ
、

ヨ
ツ
テ
明
玉
夜
光

ノ
題

ヲ
冠

ラ
シ
メ
テ
」

と
あ

っ
た

の
を

一
部
入
木
改

変
し

て
、
 
「
連
城

ヨ
リ
」
を

「
即
坐
引

ホ
ド
」、
「
明

玉
夜
光
」

の

部

分

を

「
急
用
間

.合
」

に
直
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
B
2
本

の
広
告

に
登
場
す
る
出
版
物

で
あ

る
が
、
 
「
補
正
初
学
指

南
抄
」

は
、
毛
利
貞
斎

の

「
初
学
指
南
抄
」
(
享
保
五
年
刊
)

の
補
訂
版
で
、
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刊
年
未
詳
。
 
「
真
字
引

玉
篇
大
成
」
は
字
形
引
き

の
玉
篇

で
、
天
明

三
年

六

月

の
出
願

(「
醇
灘
大
阪
出
版
書
籍
目
録
」)
、
天
明
四
年

の
刊

(文
政

二
年
補

刻
版
も
ア
リ
)
。

「
錦
嚢

智
術
全
書
」
は
天
明
八
年
五
月

の
出
願
。

「
大

日
本

道
中
行
程
細
見
記
」
は
明
和

六
年

の
改

正
以
来
版
を
重
ね

て
い
る
が
、
毛
利

貞
斎

「
増
績
大
廣
益
會

玉
篇
大
全
」

の
享
保

二
十
年
版
を
文
化
初
年
頃

に
吉

文
字
屋
が
発
売

し
た
も
の
の
広
告
中

に
、 

「
右

ノ
書
天
明
年
中

二
板
行

ス
レ

ド

モ
」

云
々
と
あ
る

「
改
正
道
中
行
程
細
見
記
」
が
そ
れ
だ

と

す

る

と
、

(
現
物
を
確
認

し
た
わ
け
で
は
な
く
恣
意
的
過
ぎ

る
推
断

で
あ
る
が
)
、
同
書

に
も
天
明
頃

の
版
が
あ

っ
た
と
い
う

こ
と

に
な
る
。
ま
た

「急
用
間
合
即
座

引

」
は
、
凡
例

の
末

に
安
永
七
年
正
月
と
あ

る
も

の
を
は
じ
め
と

し
て
幾

つ

か

の
版
が
あ
り
、
天
明

六
年
や
寛

政
六
年

の
版
、
ま
た
天
明

七

年

五

月

の

「
再
板
発
行
願
出
」

の
記
録
も
あ
る
。

と
す
る
と
B
2
本

の
印
行

は
、
天
明
年
間

の
末

か
ら
寛

政
年
間

の
は
じ

め
頃

に
か
け

て
と
見

て
よ

い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
因
み

に

「博
物
笙
」

の
出
願

は
明
和
四
年
正
月

の
こ
と
で
あ
り
、
補
訂
が
加

え
ら
れ
た

の
は
前
述

の
如
く

文
政
十

一
年
初
秋

の
こ
と
で
あ

る
。

巻
頭

に
あ

る
漢
文
序
は
次

の
通
り

で
あ

る
。

 

 
 
博
物
笙
序

 

 
 
有

二君
子

一焉
。
有

二小
人

一焉
。

上
知

二天
文
。
中
知
二
人
事
↓ 
下
知

二

 

 
 
地
理

鱒
是
謂
二
博
物
之
君
子

一哉
。
蛋

≧

小

人
。
唯
利
之
務
。
蕎

目

 

 
 
蓬

心
。
殆

無
γ與

二乎
翻
繊
之
観
。
寂

墾
之
辮

一の
吾
亦
窩
目
。
而
悲
二

 

 
 
世
之
蕎
目

噌
天
之

文
也
。
人
之
事
也
。

地
之
理
也
。

翠
二
其
十

一
於

 

 
 
千
百
↓
欲
下
胎
二之
衆
人

一以
刮
申
其
眩
膜
上
 
。 

悪
 
知
レ
非
二
菖

目

 

 
 
之
金
箆

一乎
。

 

 
 
 
 
明
和
五
年
戊
子
五
月
 
 

 
 
 
蘭
齋

山
峙

右
門
題

二

 

 

さ

て
本
書

は
第

一
音
節

の
イ

ロ
ハ
分
け
を
第

一
分
類
規
準
と
し
、
乾
坤

か
ら

雑
事

に
至
る
十
三

の
門

に
分

か

っ
て
項
目
を
配
列

し
て
い
る
小
百
科
事
彙

で
あ

る
が
、
冒
頭
山
崎
蘭
斎

の
漢
文
序

に
続

い
て
、
部
門
註
を
含
む
や
や
長

め
の
凡

例
が
あ

る
。
吉
文
字
屋
市
兵
衛

が
直

接
間
接

に
係

わ
り
、
索
引
方
法

に
工
夫
を

凝

ら
し
た

一
群

の
書

に
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
比
較
的
詳

し
い
凡
例
が
付
さ

れ
て
い
る
の
が
常

で
あ

る
が
、
本
書

の

「
凡
例
」

も

 
 

 
 

一
、
此
書

ハ
、
上
九
天
ノ
高

キ

ヨ
リ
下
千
尋

ノ
底

ヲ
究

メ
、
泰
山

ノ

 
 

 
 
 
 
大

ナ
ル

ヨ
リ
秋
毫
ノ
末

二
至

ル

マ
デ
、
悉
ク
理
ヲ

ト
キ
疑

ハ
シ

 
 

 
 
 
 
キ
ヲ
解

シ
、
國
字
ヲ
以
テ
類

ヲ
分

チ
、
博
物

ノ
助

ト
ス
、
尤

モ

 
 

 
 
 
 
雅
俗

二
掬

ラ
ズ

ヒ

ロ
ク
集

メ
テ
、

人
間
中
要
務

ナ
ル

モ
ノ
ヲ
採

 
 

 
 
 
 
撫

ス

に
始

ま
り
、

イ

ロ
ハ
分
け
は
仮
名
遣

に

「
掬

ラ
ズ
声

二
随

テ
分

ツ
」
た

こ
と
、

乾
坤
門

の
城
下

の
地
名

の
個
所

に
は
、 

「
国

ノ
名
。

江
戸

ヨ
リ
ノ
里
敷
。
御
知

行
高
。
當
御
城
主

ノ
御
名
。
江
戸
御
屋
舗
。
京

御
屋
舗
。
大
坂
御
屋
舗
」

の
順

に
記
載

し
て
あ

る
こ
と
、
雑
事
門

に
於
け
る
年

号
そ

の
他

「
ス
ベ
テ
年
激

ヲ

シ

ル
ス
モ
ノ

ハ
、
明
和
五
年

マ
デ

」、

す
な
わ
ち
明
和
五
年

ま

で
に
何
年
を
経

て

い
る
か
で
示
し
て
あ
る
こ
と
、
人
物

の
名
称
等

は

「
ス
ベ
テ
世

二
唱

へ
來

ル

ヲ
」
用

い
て
配
列

し
て
あ
る
こ
と
等
、
全
十

二
条

に
わ
た
る
。
そ

し

て
続
く

の

が

「
部
門
註
」

で
あ
る
。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(以
下
次
号
)
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